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 11 月 10 日，11 日両日にわたり，富山地区宇奈月温泉にて北陸支部創立 60 周年記念大会を開催した。

60 周年という節目であることから，これまで支部を支えて下さった常議員，役員の方に加え，本会会長

井手本先生，前会長高山様，副会長酒井様，同斉藤先生，高見澤事務局長，並びに電気化学会他支部全て

からの代表者をお招きしての盛大な会となった。 

 

第 1日・10 日（金） 

＜第一部 60 周年記念式典＞（14：00〜16：30 参加者 35 名） 

 富山大学鈴木先生司会のもとで，定刻通り開催した。高村支部

長からの開会挨拶ではじまり，引き続き本会前会長である旭化

成（株） 高山茂樹様，本会副会長である（株）レゾナック 酒

井浩志様，東京農工大 斉藤美佳子先生，本会事務局長 高見澤 

正様の 4 名よりお祝辞をいただいた。北陸支部は他の支部と比

較すれば構成員 100 名程度という小さな組織であり，かつ支部

設立から現在まで大幅に支部会員が増加しているわけでもない

が，長きにわたり常議員幹事企業の皆様と大学高専関係者の皆

様の良好な協力体制のもと，春季大会や秋季大会，見学会などを

毎年欠かさず実施している点をご来賓の皆様方からは異口同音

に高く評価いただいた。また，お祝辞の後，鈴木先生より今回他

支部から参加いただいた各支部代表者の紹介があった。 

 ついで，支部を支えていただいた皆様に対して感謝状贈呈式

を行った。従来からの内規による支部功労者表彰だけでなく，前

回の 50 周年同様に，支部に欠かせない方々へ今一度，感謝の意

を表するために特別功労賞を設けることとした。特別表彰の選考基準は常議員 25 年以上継続の団体，幹

事在任 20 年以上と長きに渡って支部活動を支えた方に加え，功労賞基準には満たないものの支部役員と

して活躍された方，及び支部活動支援に功績のあった本会事務局長高見澤様も今回特別功労賞として感

謝状を贈呈した。選考にあたっては，50 周年記念大会時に既に特別表彰とした常議員各位は今回の対象

からはずしていることはご容赦願いたい。受賞者を以下に記す。 

 

電気化学会北陸支部功労者 特別功労者（アイウエオ順） 

 

 

支部功労賞（個人） 

阿部 孝之 様（令和元，2 年度支部長，現顧問） 
石川 時浩 様（元支部幹事） 
伊藤 英明 様（元支部幹事） 
釜土 良則 様（元支部幹事） 

Fig.1 開会挨拶（高村支部長） 

Fig.2 来賓祝辞（高山前会長） 
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坂井 俊彦 様（平成 21，22 年度総務幹事，元支部幹事） 
佐藤 峰夫 様（元支部幹事） 
篠原 寛明 様（平成 25，26 年度支部長，現顧問） 
鈴木 正康 様（令和 3，4 年度支部長，現顧問） 
野澤 恒嗣 様（現常議員代表者，現支部幹事） 
野田 耕司 様（平成 29，30 年度総務幹事，元支部幹事） 
日下部 智陽 様（現支部幹事） 
米沢 晋 様（平成 29，30 年度支部長，現顧問） 
綿井 敏幸 様（元支部幹事） 
 

 

特別表彰（個人） 

宇野 清文 様（平成 27，28 年度支部長 元支部幹事） 

髙見澤 正 様（電気化学会事務局長） 

羽木 秀樹 様（元支部幹事） 

松原 浩 様（平成 21，22 年度会計幹事，元支部幹事） 

山内 健 様（元支部幹事） 

 

 

特別表彰（企業） 

株式会社田中化学研究所 様 

新日本電工株式会社富山工場 様 

 

 感謝状贈呈の後，表彰者を代表して長年の幹事だけでなく，平成 27，28 年度支部長も務められ，それ

以降も常に支部行事に参加いただいている三協立山株式会社 宇野清文様よりご挨拶を戴いた。 

Fig.3 功労賞，特別表彰受賞のみなさま 



休憩をはさんで功労賞受賞の本支部顧問，富山大学鈴木正康先生より「北陸支部設立の経緯」，また富山

大学篠原寛明先生，福井大学米沢晋先生のお二方より「北陸支部の現状〜60 周年を迎えて〜」と題して

50 周年以降の 13 年間分を大まかに分割し，ご自身

の地区，大学での研究活動を踏まえ，ご講演いただ

いた。本会並びに他支部の皆様には支部の現状が十

分に理解できる内容であっただけでなく，支部会員

の皆様にも改めて支部活動を振り返る良いきっか

けとなったと思われる。今回は 50 周年記念大会に

比べ，第一部と夕食交流会の間の時間を十分確保し

ていたため，浴衣でくつろぐ前に全体で記念撮影を

行い第一部の締めくくりとした。参加者は事前に部

屋割りした部屋で同室の方達と交流を深め，各自温

泉を楽しんで戴いた。 

  

Fig.4 特別講演の様子 

Fig.5 記念撮影 



＜夕食交流会＞（18：00〜20：00 参加者 33 名） 

 第一部から夕食交流会までゆとりのある時間設定であ

った為か，全ての方がスーツから浴衣に着替え，第一部と

は一転して非常にリラックスした雰囲気の夕食交流会と

なった。第一部の終了直前にご到着された本会会長井手本

先生にお祝辞をいただいた後，記念大会実行委員として最

年長となる，支部顧問の富山大学篠原先生より乾杯のご発

声をいただき，開宴となった。参加者の皆様からお祝いと

していただいたお酒やお土産も加わり，富山を中心とした

お酒がたくさん並ぶ中，富山ならではのカニをはじめとし

た，おいしいお食事をいただきながらの交流会となった。程よ

い参加人数と会場の広さから，参加した皆様は次々と席を移動

して，普段中々お話する機会のない方々との会話を楽しんでい

たように見受けられた。あっという間に第二部の開始予定時間

となった為，一旦中締めとして，山口より，今後の行事案内を

含め挨拶し，第二部会場へと移動した。 
 
 
＜第二部 電気化学会支部活動の現状＞（20：00〜22：30 参加者 30 名） 

 第二部は北陸先端科学技術大学院大学 高村支部長の司

会のもと，各支部の学会活動紹介を行った。既にお酒も充分

いただいてはいたものの，引き続き呑みながらの会となっ

た。北陸支部の活動紹介は第一部で十分行ったため，先に各

支部から支部活動とその特長について話をいただいた。北海

道支部より北海道大学 村越 敬元支部長（現本会会計理

事），東北支部より東北大学 石井暁大事務幹事，関東支部

より神奈川大学 松本 太支部長，東海支部より名古屋大学 

萩尾健史支部長補佐，関西支部よりダイキン工業(株) 磯貝
智弘副支部長，九州支部より九州大学 石原達己支部長の 6
名の方から，それぞれ支部の特長や行事，歴史などを分かり

やすく紹介いただいた。本会高見澤事務局長によれば，この

ような記念大会に電気化学会全支部の代表が集まったこと

は記憶にないとのことであった。各支部それぞれに様々な問

題を抱えながらも，支部構成員の構成割合（企業，大学等）

に応じて工夫を凝らした行事を行なって苦労されている様

子が垣間見えた。支部によっては支部活動の拠点が特定大学

となってしまっているが故に，他学会とのジョイント企画な

ども特定大学のみの活動となってしまい，支部内での広がり

に結びつかないなど，問題点も提起された。北陸支部の自慢

は，支部内企業の方と共に支部行事を運営していることであ

Fig.6 夕食交流会とお食事 

Fig.7 各支部の活動状況紹介 



り，各行事において，地区ごとに偏りなく担当し，各担当地区では大学高専の教育機関のみに閉鎖するこ

となく，企業の方も参加する価値がある企画を取り入れようとしている点である。とはいえ，現状は行事

ごとの懇親会において何とか企業とのつながりを維持し

ているに過ぎず，産から学，学から産への距離をより縮

める方法は依然として模索している段階である。各支部

の活動状況や問題提起から，今後北陸支部として参考に

すべき点が大いに含まれて非常に有意義な時間となっ

た。今回は通常白熱した議論をする北陸支部「若手の会

（わかってんのかい）」の実演を控えたため，穏やかな会

となったが，逆に各支部間で互いの活動状況をよく知る

機会となった。参加者の方もちらほら疲れが見え始めて

きたので，高村支部長の挨拶により第二部を終了したが，

盛り上がった議論は留まることを知らず，番外編の三次

会として更に小グループごとに深夜まで（一部では翌朝

午前 4 時近くまで）議論し，親睦を深めた。皆様，お疲

れ様でした。 
 
第２日・11 日（土） 

＜第三部 北陸支部の未来に向けて＞（10：00〜10：15 参加者 16 名） 

 第三部は当初，山口の司会のもと，会員同士で 70 周年に向けた支部活動のあり方についてフリーディ

スカションを行う予定であったが，参加者のほとんどが支部役員であったため，後に控える幹事会の十分

な時間確保のために第三部を早々に切り上げることとした。高村支部長より閉会の挨拶として，本実行委

員の皆様への謝意が述べられ，記念大会の幕を閉じた。会場はそのままで，参加者全員は引き続き幹事会

に移行した。 
 

以上 

 

 

Fig.8 各支部の活動紹介その 2 


